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固体惑星の初期進化過程は実際に観察することの難しい現象である。特にマグマオーシャンの存在の証明とそ

の固化過程は、固体惑星の多様性を形成する重要なステップであるにも関わらず、その詳細はあまり十分に理解さ

れていない。 

最近の探査の成果により、月は生成初期の情報を非常に良く保存していることが理解されつつある。最近の自

身の研究成果とこれまでの様々な手法によるアプローチのレビューを基に、いま月の初期進化について、何が明ら

かにされており、何を今後明らかにする必要があるのか議論する。その結果から、月の研究によって、固体地球惑

星進化の何を明らかにすることができるのか、議論する。そこでの観点としては、比較惑星科学的に初期進化とい

う問題についてのそれぞれの惑星/衛星の特性を明らかにした上で、議論すべき問題を明確にし、月研究の重要性

を強調する。固体惑星の進化過程の理解のためには、隕石やリターンサンプルの岩石学や地球化学、理論モデリン

グ、高温高圧実験による惑星深部物質の生成条件の推定などが重要な役割を担うが、今後より詳細な理解を産むた

めには探査によるその惑星についての直接的な情報を入手することが重要である。講演では、探査データを用いた

手法論的な部分にも言及する予定である。 


